A case of unilateral and synchronous occurrence of oncocytoma and renal cell carcinoma by 酒井, 康之 et al.
Titleオンコサイトーマと腎細胞癌が一側腎に同時発生した1例
Author(s)酒井, 康之; 後藤, 修一; 鈴木, 滋; 小澤, 亨史








オンコサイ トーマ と腎細胞癌が一側腎に同時発生 した1例
県西部浜松医療センター泌尿器科(部 長:鈴 木 滋)
酒井 康 之,後 藤 修 一,鈴 木 滋
県西部浜松医療センター臨床病理科(科長:小 澤亨史)
小 澤 亨 史
A CASE OF UNILATERAL AND SYNCHRONOUS OCCURRENCE 
    OF ONCOCYTOMA AND RENAL CELL CARCINOMA
Yasuyuki  SAKAI, Syuichi GOTOH and Shigeru  Suzum
From the Department of Urology, Hamamatsu Medical Center
Takachika  OZAWA
From the Department of Clinical Pathology, Hamamatsu Medical Center
   A 45-year-old female, who had undergone an operation for rectal cancer 4 years previously was 
admitted to our hospital because of a left renal mass found by follow-up ultrasonography. 
Ultrasonography revealed two high echoic tumors. Enhanced computerized tomography (CT) 
showed relatively low density tumors measuring 3.8 X 3.8 cm and 0.8 X 0.8 cm in the upper and lower 
pole, respectively. Renal angiography demonstrated a spoke-wheel appearance in the upper pole. 
Left radical nephrectomy was performed. Histopathological diagnosis of the tumor in the upper pole 
was oncocytoma nd that in the lower pole was renal cell carcinoma. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 651-653, 1997) 
















属 リンパ節1個 に転移 を認 め経過観察中のところ,
1996年6月6日,腹部超音波検査で左腎に腫瘤 を認め








を認 め,精 査加療 目的で1996年8月1日入院 した.
入 院時身体所 見:腹 部正 中に手術創 を認 める以外特
記 すべ きことな し.
入 院時検査所 見:血 算,血 液生化 学,検 尿 で特記す
べ きことな し.血 清腫瘍マ ーカーCEA値 は正常 範囲
内で あった.胸 部単 純撮 影,骨 シ ンチ,腹 部CTで
転移 を疑 う所 見はなか った.腎 動脈 造影 では左 腎上極
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軸状血管の配列が認め られたが,下 極 の病変部 には血
管造影上の所見 は認めなか った.
入院後経過:肺 転移が な くCEAも 正常範囲であ る
ことか ら直腸癌 の左 腎へ の転移 は否定 的で あ り,血 管
造影上オ ンコサイ トーマが疑 われたが病変部が2カ 所
であ る為,8月13日 に経腰 的根治 的左 腎摘 除術 を行 っ
た.径4cmの 左腎上極 の腫 瘍割面 は境界 明瞭,均 一
な茶褐色色調 であ り腫瘍 の中央部 は白色疲痕組織様 で
あ った.出 血,壊 死像 は認 めなかった(Fig.3),腫瘍
細胞 は好酸性穎粒 を多 く含 む均一 な細胞質 よ りな り,
核異型 は少 な く核分裂像 を認 めず,ま た電顕像 では豊
富 な ミ トコ ン ドリアを認め,病 理組織学的診断 はオ ン
コサ イ トーマ で あった.左 腎 下極 実 質 内 の腫 瘍 は
grade1の腎細胞癌 であった(Fig,4).
術後経過:経 過順 調 にて8月23日 に退 院 し,8カ 月
経 た現 在 元 気 に社 会 復 帰 してい る.な お,改 め て
1991年10月の 直腸癌 精査 時 に撮影 した腹 部 造影CT
を見 直す と左 腎上極 に径 約2.6cmの 比 較的lowde-
nsityな腫瘍 が認 め られた(Fig.5).下極 実質内 には
腫瘍像 は認めなか った。 これ よ り本症例 におけるオ ン




















Oncocyteとい う用語 は,好 酸性 穎粒 を持 つ細胞 質
の均一 な膨 大細 胞に特徴 付け られ る異型上皮細胞 に対
して用 い られ る.同 様 の細胞 群 のみ か らな る腫 瘍 は
oncocytoma(オンコサ イ トー マ)と 呼 ば れ唾 液腺 の
オンコサ イ トーマが最初の報告例であ る.腎 オ ンコサ
イ トーマ はZippleらが初 め て報 告 し,Kleinら1)の
報 告 以来,臨 床 的 に良性 腫瘍 と されて い る.Morra
ら2)はオ ンコサ イ トーマの頻度 を全 腎腫瘍 の4.3%と
報 告 したが,最 近検 診等 で偶 然発見 され る腎腫瘍が増
えてお り,本 疾患 の鑑別 は臨床的 に重要で ある.
画像 診断上,血 管造影で は,車 軸様血管が特徴 的だ
が診断精度 は低 い とされてい る.CTで は佐 々木 ら3)
に よる と腎実質 よ り弱 くエ ンハ ンス され,中 心癩痕 を
疑 う所 見がみ られる こともあ るが出血壊死像 との鑑別
が困難で ある と している.こ の点MRIで はHarmon
ら4)による と,中 心搬 痕像はTl,T2強 調 と も低信号
を,出 血壊 死像 はT1強 調で低 信号,T2強 調 で高信
号 を示 す ことか ら両者は鑑別で きると して いる.ま た
Gormleyら5)は99mTc-sestamibiがミ トコン ドリアに
蓄 積 され る こ と を利 用 し,3cm以 上 の オ ン コサ イ
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トーマの鑑別 に有用 であ ると してい る.
腎細胞癌 とオ ンコサ イ トーマの一側同時発生 はわれ
われの調べ得 た限 りで本邦3例 目6・7)であった.い ず
れ も偶然 に発 見 され術 前か ら2個 の腫瘍が存在す るこ
とが 分 か って お り,併 存 す る 腎 細胞 癌 は3例 と も
gradeの低 いcleaTcellcarcinomaであ った。 オ ンコ
サ イ トー マ と腎細 胞 癌 の 同 時発 生 頻 度 につ い て,
Lichtら8)はオ ンコサ イ トーマ31例中10例(同 側 発生
は7例)が 腎細胞癌 を合併 して いた と報告 してお り,
うち1例 はその腎細胞癌 によ り死亡 して いる.合 併 し
た腎細 胞癌 の組織 型(gradeの記載 な し)は10例 中
granularcelltypeが5例,clearcelltypeが4例,両
者 のmixedcelltypeが1例で あ った.一 方Kavoussi
ら9)はオ ンコサ イ トーマ277例中腎細胞癌 との合併 は
対側2例 同側4例 で あった としている.こ の様 に合併
頻度 について は報告 に より隔た りが あるが,腎 細胞癌
合併 の有 無 につい て は十 分 な検 索 が必要 と考 え られ
る.
オ ンコサ イ トーマ腫瘍径 の経 時的変化 につ いて,オ
ンコサ イ トーマ の両側 多発例 で生検後摘 出せず経過観
察 とし,以 後数年経 て も不変 であった とい う報告が あ
るが10,11),本例 で は5年 前 のCTと 比較 して明 らか
に増大 してお りそ のDTを1,048日と算定 しえた.な
お腎細胞癌 のDTに つい ては藤本 ら12)が平均468日と
報告 してい る(症 例 数6す べ てgrade2).このDT
の結果 は治療法の選択 に関 し有用 な情報 にな りうる と
思 われた.
結 語
オ ンコサ イ トーマ と腎細胞癌が一側腎 に同時 に発生
した1例 を報告 し,若 干の文献 的考察 を加 え,オ ンコ
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